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たくすごの一票。

4月21。（。巌認諾）選挙

▽　▽　▽
場時期

現在交付している保険証の有効期限は
3月31日までです

●日　時　4月1日（月）・2日的　9時～16時30分

●場　所　役場玄関ホール

●持参品　・世帯主の印鑑
・現在交付を受けている国民健康保険被保険者証、

または国民健康保険退職被保険者証

上記の日に更新の手続きができない人は、4月5日

（鉛までに住民課窓口で手続きをしてください。

●県外の大学・専門学校等に在学中、または入学予定の人につ

いては、在学証明証（学生証でも可）または、入学許可書を持

参していただければ、その人だけの保険証を発行いたします。

、2－

国民健康保険被保険的 有効制限平成13年3川口 � 

記号070番母 　語同県遠賀那顕調大字 
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高
畑
－
投
票
箱

私
た
ち
の
い
ち
ば
ん
身
近
な
代
表
を
選
ぶ
統
一
地
方
選
挙
が
4
月
7
日

㈲
と
4
月
2
1
日
同
に
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
町
長
・
議
会
議
員
選
挙
は
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接
結
び
つ
く
大
切
な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の
政
見
を

よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
、
自
覚
と
良
識
あ
る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
に
投
票
で
き
な

い
人
は
不
在
者
投
票
を

投
票
日
に
、
仕
事
な
ど
「
や
む
を
得

な
い
事
情
」
で
枝
葉
所
へ
行
け
な
い
人

（
投
票
日
当
日
の
投
票
の
時
間
は
、
7

時
か
ら
1
8
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
時
間
帯
に
投
票
所
へ
行
け
な

い
人
）
の
た
め
に
不
在
者
投
票
制
度
が

あ
り
ま
す
。問

　
告
示
日
～
投
票
日
の
前
日

問
　
8
時
0
0
分
～
日
時

所
　
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
二
階
第
三
会
議
室
）

「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
と
は
、
例
え

ば
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

○
選
挙
人
が
、
自
分
の
投
票
区
の
区
域

外
で
職
務
に
従
謡
中
で
あ
る
場
合

（
出
張
な
ど
）

○
選
挙
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や

事
故
の
た
め
遠
賀
町
の
区
域
外
に
旅

行
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
（
新
婚
旅

行
な
ど
）

○
病
気
や
出
産
な
ど
で
歩
行
が
著
し
く

困
難
な
場
合

く
わ
し
く
は
、
遠
賀
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
℡
2
9

県
内
で
住
所
を
移
し
た
人
の
投
票
は

（
福
岡
県
知
事
・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
）

四
月
七
日
に
行
わ
れ
る
福
岡
県
知
事

と
福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
、
県

内
の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
が
引
き
続
き
県
内
の
他

の
市
区
町
村
に
一
回
だ
け
住
所
を
移

し
、
ま
だ
新
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
次
の
手

続
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
棄
当
日
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
旧
住
所
地
の
投
票
所
に
行
っ
て
投
票

す
る
場
合
。

新
住
所
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
、

「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
証

明
書
を
持
っ
て
投
票
日
に
旧
住
所
地
の

投
票
所
へ
行
け
ば
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
当
日
、
や
む
を
得
な
い
用
務
簿

で
旧
住
所
地
の
投
票
所
へ
行
け
な
い
場

合
に
限
り
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
旧
住
所
地
の
選
挙
哲
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
を
す
る
場
合

こ
の
場
合
も
、
「
引
き
続
き
県
内
に

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要



まぢづぐ保来宅
4月7。（日）轟誤認競）選挙

●統一地方選挙の日程と選挙権●

〈 �i爆i郷昏 1 �1、磨田園 
技　票　日 ���4月7日（目） ��4月21日（日） 

選　挙　告　示 ���3月18日 �3月29日 �4月16日 

選 挙 時 露文 ．塁． �基準日 登録日 ��3月17日 �3月28日 �4月15日 国　　籍 ��日　本　国　民　で　あ　る　こ　と 

年齢要件 ��昭和46年4月8日まで ��昭和46年 4月22日 
銭 愈 挙 ���に生まれた者 ��までに生 まれた者 

住所要件 ��平成2年 �平成2年 �平成3年 

壁 ���12月17日 �12月28日 �1月15日 

までに転入届をし、引き続き住民基 

本台帳に登録されている者 

選挙人 ��期間 �3月18日 �3月29日 �4月16日 から3月 �から3月 �から4月 

名簿の 縦覧 ���19日まで �30日まで �17日まで 

場所 �遠賀町役場内遠賀町選挙管理委員会 

へ3，

で
す
。
こ
の
証
明
書
を
提
示
し
、
「
不

在
者
投
票
請
求
書
・
宣
誓
書
」
　
（
用
紙

は
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
に

不
在
者
投
票
事
由
の
宣
誓
、
署
名
お
よ

び
押
印
し
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
新
住
所
地
の
選
挙
哲
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
を
す
る
場
合

こ
の
場
合
は
、
「
引
き
続
き
県
内
に

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
と
「
不

在
者
投
票
請
求
書
・
宣
誓
書
」
　
（
も
れ

な
く
正
確
に
記
入
）
を
一
緒
に
旧
住
所

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
し
、
投

票
用
紙
を
請
求
し
ま
す
。
次
に
送
付
さ

れ
た
投
票
用
紙
等
（
何
も
書
か
な
い
こ

と
）
を
持
っ
て
新
住
所
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
へ
行
け
ば
、
そ
の
場
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

春
は
空
気
が
乾
燥
し
出
火
し
や
す
い
季
節
で
す
。

過
去
5
年
間
の
火
災
統
計
か
ら
次
の

よ
う
な
傾
向
が
分
り
ま
す
。

●
火
災
発
生
件
数
は
、
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
建
物
火
災
が
全
体
の
6

割
を
占
め
、
春
に
集
中
し
て
発
生
し

て
い
る
。

●
と
っ
さ
の
判
断
、
対
応
が
で
き
な
い

た
め
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
特
に

7
0
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
高
い
割
合

い
を
示
し
て
い
る
。

●
火
災
の
柳
％
は
「
失
火
」
に
よ
る
も

の
で
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
の
不
注

意
や
不
始
末
か
ら
火
災
に
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
テ
ン
プ
ラ
火
災
に
は
要

注
意
で
す
。

●
平
成
元
年
度
の
韻
書
額
は
1
4
0
5

億
円
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
は
一
日
約
3

億
円
が
灰
に
な
っ
た
計
算
に
な
り
ま

す。
●
春
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
に
な
り
や

す
い
気
象
状
況
が
続
き
ま
す
。
日
頃

か
ら
出
火
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
件
数
（
1
月
1
日
～
3
1
日
）

お
ん
が
短
歌
会
詠
革

河
　
中
　
靖

凛
と
し
て
白
梅
の
花
開
き
そ
む
冬
晴
れ
て
尚
冷
ゆ
る
庭
辺
に

ひ
ば
り
か
と
声
を
た
よ
り
て
見
上
げ
る
に
姿
は
あ
ら
ぬ
冬
晴
れ
の
空

有
機
肥
料
撒
き
で
畠
も
整
え
り
こ
の
冬
晴
れ
に
馬
鈴
薯
植
え
む

新
し
さ
靴
は
き
な
ら
す
と
万
歩
計
つ
け
て
歩
き
ぬ
冬
晴
れ
の
午
后

冬
晴
れ
の
空
の
青
さ
老
い
や
ま
し
て
鶴
見
山
頂
霧
氷
き
ら
め
く

喜
　
連

大
場
　
房
江

高
崎
　
佳
子

大
場
ト
シ
ミ

井
口
　
組
子

柴
田
　
　
房

遠
賀
俳
友
句
会
抄

公
園
の
走
ら
ぬ
貨
車
に
冬
す
み
れ

暁
闇
の
直
な
る
木
立
淑
気
満
つ

誰
も
い
ぬ
冬
噴
水
の
伸
び
ち
ぢ
み

還
歴
や
ふ
く
ら
み
初
め
し
寒
紅
梅

抽
象
の
中
の
浮
世
絵
巻
逃
す

利
　
達

徳
永
小
代
子

小
野
多
恵
子

一
二
村
　
妙
子

岩
萩
　
信
江

柴
田
と
も
子



4月から妊婦相談の日程が変わ
ります。
毎月第4月曜日に行っていました妊婦相談が、4

月から第1月曜日に変わります。内容は偶数月が妊

婦中心の指導、奇数月が赤ちゃん中心の指主副こなり

ます。

乳幼児健診を親子ふれあい学級
に変更します。
これまで遠賀保健所で行っていた第1～第3㈹乳

幼児健診を、4月から親子ふれあい学級へ変更しま

す。食事の問題（飲まない、食べない、噛まない）

言葉や発達の問題（言葉が遅い、歩かない）などで気

にされているお母さん、お父さん、親子でふれあい

ながら子どもの悩みを一緒に解決してみませんか？

●ふれあい学級　・受付13：00－13：30
・持ってくるもの　母子健康手帳

で　　　　●　料　い　　六期すの　　　　●　つ混 
の生疹薪でた按十だ　○聞生　ア　三い含遠 
問後、三す一題六け　た∴に後、種て　の賀 
に十お種　〇年のかが日だ’三破混　お二町 

擬轡韓韓予 
註）占　謹皇評語言霊謹肪 
謹言講謹呈講…接 

麟鵜〆．．管掌 
い税と、すはま　こ防　　　　　○’ 

講鵠o需塁　ノヾ　）－モ 
にが　円　　と　　種受 
つ非　〇　　八　　浸　け 

、謹諜　篤とコ亡ミ 

婦

　

相

　

談

●
期
　
日

●
時
　
間

●
受
　
付

●
と
こ
ろ

●
内
　
容

3
月
然
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

1
3
時
如
分
～
1
3
時
5
0
分

役
場
保
健
室

・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

・
新
生
児
の
扱
い
方

・
沐
浴
指
導

・
母
乳
に
つ
い
て

●
持
参
晶
　
印
鑑
（
母
子
健
康
手
帳
受

領
者
の
み
）

●
料
　
金
　
無
料

精
袖
障
害
者
と
家
族
の
集
い

こ
の
集
い
は
、
満
祐
障
害
者
と
そ
の

家
庭
の
み
な
さ
ん
が
、
精
神
保
健
思
想

に
つ
い
て
考
え
、
理
解
を
深
め
て
い
く

た
め
の
も
の
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
3
月
2
2
日
（
金
）

午
後
1
時
－

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所
会
韻

書℡

2

0

1

－

4

1

6

1

●
調
　
濃
　
「
私
が
教
え
て
も
ら
っ
て

き
た
患
者
さ
ん
た
ち
」

●
積
　
師
　
堤
病
院
精
神
科
医

提
　
誰
菖
　
先
生

食
生
活
改
圭
拒
進
教
室

霹
貴
会
）
受
講
生
募
集

毎
日
の
健
康
は
、
ま
ず
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
か
ら
。
健
康
や
栄
養
に
つ

い
て
学
ん
で
、
こ
れ
か
ら
の
食
生
活
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
日
　
程

・
4
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
毎
月
l

回
（
原
則
と
し
て
第
3
金
曜
日
）

●
と
こ
ろ

遠
賀
保
健
所
（
℡
2
0
1
－
4
1

6
1
）
、
水
巻
町
大
字
吉
田

●
時
　
間

9
時
0
0
分
～
1
2
時

●
料
　
金

・
テ
キ
ス
ト
は
県
よ
り
配
布

・
請
料
は
無
料

●
そ
の
他



狂犬病予防注射と
飼い犬の登録
○対　象　生後3カ月以上の飼犬

○料　金　4，640円

（注射代・登録料）
○その他・雨天決行

・昨年登録された人には飼

犬一匹につき一枚八万千

をお送りしています。

ハカキの問診事項を記入

の上、必ず当日そのハカ

キを持参してください。

；！：oso＝ 4月1日（月） �10時　・－10時20分 �島津公民館 

10時30分－10時50分 �道官集会場 

若松公民館 
別府公民館 

14時35分－15時 �上別府公民館 

2日㈹ �10時　　－10時45分 �鬼津公民館 
11時5分－11時45分 �尾崎公民館 

広渡公民館 
14時20分－15時10分 �新町公民館 

3日㈱ �10時　　～10時35分 � 

東町公民館 
11時20分～11時50分 �美容公民館 

13時20分－14時10分 �木寺公民館 

若葉台公民館 
14時50分－15時10分 �千代丸公民館 

5日（全） �9時30分－10時 �老良公民館 

浅木公民館 
11時10分～11時50分 �東和苑公民館 

町公民館別館 
自信公民館 
田圃公民館 

6日出 �10時＿　－11時30分 �松ノ木公民館 

20日（土） �10時　　－11時30分 �役場車庫前 

臆書記前面両歌 ���…非 ��三事jSi寒陥 ��a �℡it窮ま �＿王i棚 
貧血の ���D布チ ��駅やコレスプロ ��gEE01 �レ価もわカ �ります－ 

選べます三つの献血　　　　毎回たくさんのご協力をいただきありが 

成分献血・200噸血・400雌血　言霊禁忌詰掌論詰霊 
成分献血ができる方　　　　　　　　　　　など　気で困　ている人々のために′ 

献血の重言準 ��血娠成分献血 ����っています。また献血には3通りあり、特 に成分献血は血しょう成分だけをとりた し、その他は体内に返血するという体にや さしい献血です。なお成分献血は、1人50 分濫かかり、登録制になっていますので、 ご協力いただける人は、事前に役場保健衛 生係にご連絡ください。また献血していた だいた血液の検査結果をお知らせいたしま すので、健康管理に役立ててください。 
1回献血量 �� 

年　　　　　会 �� 

体　　　　　重 ��男45k9以上・女40k9以上 

献　血　間　隔 �� 

年間の献血回数 ��24回以内 

献血の基導 �400me献血 ���200仙献血 

年　　　令 � ��� 

体　　　重 �男女共50k9以上 ���邦的i和的網える方 

献血間隔 �男子12週以上 ��� 
女子16過以上 �����●とき3月19日（火）10時～16時 　（午後12時～13時まで休憩） 

年　間　総 � 

献　血　宣 �女子　800億以内 �����●ところ　役暢玄関前 
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い
。



開かれた行政を目指します。
－女性モニター施設見学会－

2月8日（金）の午前10時から町内女性モニターのみ

なさんが、生活に身近な公共施設の見学を行いました。

訪れたのは、気象衛星からのオンラインで維特管理され

ている遠賀川河口堰。遠賀川の水質は九州で4番目に汚

染されていると指摘した中間の西部浄水場。西日本有数

の公園墓地の遠賀霊園郡内のゴミを一括して処理してい

る遠賀郡4ケ町岡垣清掃センターの4施設です。モニタ
ーのみなさんは各施設でメモをとりながら細かい説明を

熱心に聞き入っていました。これからも女性モニターの

活動が楽しみです。

！ ？ �＼　－夕食　　　’つ「 

∴∴＋∴∴十一∴． 

、干1書直ニ＼∴ 塾三三三一＼、韻書に∴町田醸 　　∴∴〝、 

スポーツ感覚でまちを清掃。
－遠賀南中学校のゴミエシテーリングー

2月柳日（木）の5・6時同日（ゆとりの時間）に遠

賀南中学校の全校生徒でゴミエンテーリングが行われま
した。このゴミエンデーリングは生徒会がリーダー研修

会で習ってきたものでゴミを拾いながらチェックポイン

トをクリアーし、ゴールするまでの時間が50分に近い方

が得点が商いというスポーツだそうでちょうどゴミ拾い

とオリエンテーリングを合わせたもの。「河川の近くや

道路のわきにたくさんの空き缶が捨てられていて、案外
と遠賀町も汚れてますヨ」と1年3租の松III昌子さん。

このゴミエンテーi）ンク、生徒たちにはなかなか好評の

ようでした。

誕語
“広報おんが青では、あなた

の周りの身近な出来事や話題を

待っています。役場の広報担当
までご連絡ください。℡293－1234

翻 �、l �一〇露 �ー 
∴‾∴ 」で、ノ烹＼ ���　ヂ／†／． 乞／、走譲る �笑二′、，∴∴∴Ii 

∴　∴： ���� � 

操 短“繋∴「葛喜「＝ィダー 

式　　二対　　一羽漂－ 

・一一‾1　’ヽii“ 

†　　　　　　1㌢親 ����� 
言や 　ヾ∴・一 ㌦●　－ 

」＿▲＿　　　　　　　　　　　　　　⊥

一度に三つ楽しみを満喫。
一文化ふれあい事業

（大笑博物館展を訪ねて）－

2月15日（金）の午前8時30分から平成2年度最後の

文化ふれあい謡薬（大英博物館展を訪ねて）が228人の
参加のもと行われました。

この日は、朝からのあいにくの雨でしたが申し込み者

全員が参加。山口県立美術館で神秘と謎にみちた壮大な
文明に追った後は、一味違った趣きのある雨の瑠璃光寺
五重塔を訪れ、最後に日本には2つしかないKDDパラ

ボラ館で短波通信の勉強をしました。参加者のみなさん
はバスの長旅ひで少し疲れた様子でしたが、国際文化・
日本の国宝・科学の学習と三拍子そろった旅に満足そう
でした。

隔日



お年寄りのみなさんに吉報です。
一浅木病院が老人デーケアを始めました。－

「デーケア」とは、身体に不自由を持っお年寄りを昼

間預かり、家族に代わってお世話しながら健康回復のた

めの授能回復訓練を行う施設です。浅木病院では昨年の

12月からこの制度を始め現在5人のお年寄りを預ってい

ろそうです。利用できる人は、70歳以上で老人医療を受

けているか、65歳以上で1級から3級の身体障害者手帳

をもっている人で、利用時問は午前9時から午後5時30

分まで。「血圧が高くで今まで不安でしたが、ここなら

先生もいるし安心です。」と河内三郎さん（74歳）。利

用者のみなさんにはとっても好評のようです。

播‾‾‘ 

ニ琴姦■　　　翳言紹 

／ 『∴「紫電一　宇 �∴＼∴∴清 雅：∴：「 

＿SS＿SS＿〃■＿○○＿〃〃＿〃■ 

図書館だより 
■〇°‾〇〇°‾000‾■00‾〇〇〇‾〇〇°‾ ●新刊図書が入りました。 

［， �　　　　　　〈 ＿田””患宴i。謡曲 

世界人権宣言　金の星社・女性下着の歴史　（珠）ワコ 
－ル・真裏の犬　文芸春秋・ダンシング・イン・サ・ラ 

イト（永遠の私さがして）　的湧社・エンデのくれた宝 
物　福武書店・絵本未満　大和書房・天使たちの探偵 
早II膚房・やり方ひとつでこんなに寝せます　二見替房 
・戦後マンガ民俗史　河合出版・自由契約少年ノースi 

新潮社・月に慰かれて　福武書店 

芝の他、色々な分野の本僻入りました。こ利用く磨き○○ 

○閏館時間　9：30－18：00 

○休館日　月曜日・祝日 
○電　　話　293－1356 

▼〇°“‾ 

∴一癖

善意の傘、使ってください。
－遠賀高校PTAが遠賀川駅に傘30本を寄贈－

2月8日（金）、遠賀川駅Iこ遠賀高楼PTAから傘00

本が寄贈されました。これは昨年の11月に開かれた文化

祭に出品したPTAの作品の収益金で購入したもの。約

半数近くの生徒が通学で利用している遠賀川駅に日頃の

感謝と地域の人々に利用してもらおうと贈られました。

「傘が寄贈されたのは初めてのことで、駅を利用され

る人に大変喜ばれています。ただ1本、2本と本数が少

なくなって……。やっぱり善悪の傘です、気持ち良く使

っていただきたいですね」と駅長の保田さん。利用者の

みなさん、雨がやんだら返してね。

諒 ���∴i 
．∴「 ∴： 

∴車重 一戴二溺義一 iヾ・屈ノーヽ � ���ノiI／＿＿昆 
玉置「賀上記1、二11 

躍．＿ � �た 　ヾ 
鞄洞 

I 　　∴言∵ヾ∴ �畢寸法㍉∴　∴ 
ニi一・一主∴霊 ・ヾ＿、㌻ 羽”定言i 

1紅．丁 �－ ′　、 

∴　一　十一 �∴∴∴ 

来年まで元気で待っててね。
－婦人会18人が静光園を慰問－

2月27日（水）の午前9時30分から婦人会のメンバー

18人が静光園を慰問し園のお年寄りと楽しいひとときを

過ごしました。

婦人会の踊りの抜虜が終ると炭坑節と花笠音頭をみん
なで合唱。最後は町民音頭と国体音頭を輪になって踊り
ました。「このような手と手が触れ合う、心が通い合う

慰問は大変ありがたく思っています。お年寄りのみなさ
んにはよい刺激剤になったでしょう。」と藤井園長さ

ん。「楽しかった。若返った気持ちで運動したわ」と春
日ミサヲさん（75綱）。園のみなさんはもっともっと地

域の人々との交流を願っていろ様でした。



3月

役場臨時職員
の登録受付中。

遠賀町役場では、平成3年度

の臨時職員の登録を受け付けて

います。

登録者は必要に応じて雇用い

たします。賃金は日給4，700円

です。

希望される人は、市販の履歴

書に写真を貼付して、遠賀町役

場企画課人事係まで提出してく

ださい。

国′瑳韓ローン 
宣輩塑＿ �1道学蕃あたり100万円以内 

義務爛 制∴電 �5年以内 

は6年以内。 

です〉 

こともできます。 

年8．3％ 

俊　二澄 �㈱進学資金融資保証基金 
または保証人（1名以上） 

′＼ �毎月元利均等返済 

景◎飽 � 

●取扱い期間＝4月末まで

●申込みは最寄りの国民金融公庫窓口へ

〆

章≡王国蘭関
屯活で「糊（＝興味めりますか。ア

ンケートに答えでください」などと、

喫茶店に誘い出す。彼の積極的な跨い
くこのって何度か会ううち（こ．次第（こ恋

人隣低くこ。そしで彼のつとめる会社（

呉服屋）で、何故　蛍物を員もされる。
冷たくなったと気が付いた時、彼は追
域していで蛙」給がとれない。

後継人事暮し、、次も、ら次へと〇分の会社
の賀田をクレジットで責めや、賀付いたと
e鍬、クーリング・オフ綱nt場かてい豊
子。車種に登してし・eのなら、あなたに備
食させたIlしないハズです。

うう悪徳商法

生活センター
℡092（451）0999

消費者協会
℡092（641）8753
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Aグリー初かサ次北柵91蘭売人勝醗中。
●大会期間＝9月14日（土）から

11月11日（月）まで

●と　こ　ろ

メイン会場一若松区響灘緑地
（頓田貯水池周辺）

サブ会場～小倉北区勝山公園
（小倉城周辺）

●販売期間＝2月1日（金）から

8月31日（土）まで

●販売場所＝遠賀町役場産業課農政商工

係窓口　℡（293）1234

今なら海外繍弾航空券などが当たる

鵬勅ついて（はす。

D第1回応募（ハカキ）締切
平成3年3月31日（当日消印有効）

謝－クl焼燥！

広報おんがでは、4月1帽昌博のサークル

会競業の練を予定しています。鰯を潤

されるサークルは、次の内容をご諸人（こなり、

役場企画課企闘輔までお申し込めく勝い。

申込鶴間3月25日（必着）

S内容

lサー勅の鰯　　　　勅、、入会金の要硬、そ

l鵬網膜（緬の都合　の他の鮪など）

で叙繊できか－ことが　●申娩（鵬、住所、輔

あります）　　　　　鶴など）

l網田と棚　　　l澱中の写真（なくても可

l鯛漸　　　　　　綱の都合で賊できれ、

l搬膜　　　　　　ことがあります）

l費用（舗朋鍋か年会lその他（特にあれば）

税の相談は電話一本タックスアンサー 

気ぜわしい3月。確定申告は済みましたか。 

年度末を憶え、何かと気ゼhしい3月。平成2　相談官が直接相談にお客出ますので、お気軽に 

年分の離申告購うお済射：なりれ柄、。申　ご利用はさい。電話でく川っこうです。 

告と納税の期限は、次のよう凍っています。次　）タックスアンサーをご利用ください 

（二挙げる期限までに正しい申告と純をお願いし　瑞といれ高言一つタックスアンサーという 

ます。　　　　　　　　　　　　　　システムがあります。こ川よ身近欄についでの 

所得税・贈与税～3掴日（会）　　　　　解説を電話で聞くというもの。′ヤート収入や不動 

消費税（個人）－4即日（月）　　　　　産の譲渡雄、項目欄370用意さ煩いま†。 

）納税の椙敏は税務相敏畠へ　　　　　　　聞き出、項目のコード番号を指定すらと、コンビ 

税務署では、毎年確定申告の時期に、納税者の　ユーダーが解説してくれま†。利用時間は平日、 

方々の便宜を図って納税構離帝っていま†。相　休日とも9時から24時まで。電話番号や質問項目 

談される場合は、相談項目獄もかじめ整理して　のコ一睡号鵡誠されている「タックスアンサ 

おでかけはさい言は、聯署から申告書雄が　－コード表Jiお粥署や市町棚場の窓口（：あ 

送られている場合広忘れず橘参してください。りま†。 

とこらで税務署で広全国の国税局と主要都市　　利用方測摘草ですので、ぜひ一度利別でみ 

の税務署に誤用航税務櫓骸畠でふ既から　てください。 

皆さんの秋：関する相謝：応じでいま†。即胃の 

閣圏咽閻肥朝岡園
経営、法律、趣築関係の公的資椅な

どと紛らbしい「00士」の資格を勧
めるダイレクトメールが送付され、そ

の後、電話の追いうちがかかる．あい
か・な返事をしていると、承諾した‘
のと勝手‘二筋訳し、後日受顔料を循求
すら。支粧、bでく＝いると、勤務先に集
金に行くなどと禽す。

繊瞳の途中でも、重電を切るくらし、
のき観を持って「曇けません」ときっ
ぱり断る蝕度が必要です。

県
青
少
年
科
学
館
が

「
夢
・
エ
ン
ジ
ン
展
」
開
催

福
岡
県
青
少
年
科
学
館
で
は
科
学
教

育
の
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
ソ
ー
ラ

ー
カ
ー
開
発
に
み
る
エ
ン
ジ
ン
へ
の
挑

戦
と
題
し
、
「
夢
・
エ
ン
ジ
ン
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
と
　
き
）
3
月
2
1
日
（
木
）
か
ら
3

月
3
1
日
（
日
）
ま
で

●
と
こ
ろ
）
福
岡
県
青
少
年
科
学
館
1

編
み
物
な
ど
の
内
職
を
志
す
人
に
技
術

の
補
導
と
素
材
の
斡
旋
を
行
い
、
加
工

賃
を
支
払
っ
て
生
活
の
安
定
の
一
助
に

努
め
て
い
ま
す
。

●
仕
事
の
内
容
）
セ
ー
タ
ー
、
カ
ー
デ

ィ
ガ
ン
な
ど
の
編
み
物
・
フ
ラ
ン
ス
刺

し

ゅ

う

●
申
込
み
先
）
（
財
）
福
岡
県
内
聞
セ
ン

タ
ー
北
九
州
駐
在
事
務
所
　
℡
（
6
8

1

）

3

7

7

9

母
子
家
庭
児
童
の

修
学
資
金
な
ど
貸
付
け

母
子
家
庭
の
児
童
が
高
校
や
大
学
に

入
学
、
修
学
す
る
た
め
の
資
金
や
母
子

家
庭
の
母
が
自
立
す
る
た
め
に
必
要
な

資
金
な
ど
を
貸
付
け
ま
す
。
寡
婦
に
対

す
る
貸
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。
新
学

期
か
ら
必
要
な
人
は
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
、
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し

く
は
、
福
岡
県
遠
賀
福
祉
事
務
所
母
子

担
当
（
℡
6
0
1
－
2
1
2
1
）
ま
た

は
役
場
福
祉
係
（
℡
2
9
3
－
1
2
3

4
）
ま
で お

脚
㊧
憧

階
特
別
展
示
場

●
展
示
内
容
）
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
・
電
気

自
動
車
・
省
エ
ネ
カ
ー
な
ど
。
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の
身
近
な
文
化
財
を
大
切
に
し
、
次
の
時
代
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
す
る
〝
ふ

た
ち
の
住
む
ノ
ふ
る
さ
と
遠
賀
町
〟
に
は
、
今
も
な
お
賢

な
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
に
し
え
の
昔
よ

、
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
文
化
財
。
私
た
ち
は
、

さ
と
散
歩
道
〝
今
回
は
町
内
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
の
2
回

です。

遠
賀
的
指
定
文
化
財
　
e

安
藤
蒲
団
作
品
三
点
・
小
野
庄
屋
文
書

菅
廟
十
二
勝
図
・
法
楽

和
歌
絵
馬
一
双
　
田

▽
所
在
地
　
上
別
府

▽
所
有
者
　
菅
原
神
社

本
絵
馬
を
ふ
く
む
三
点
の
作
者
は
、

「
新
書
画
人
名
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
江
声

時
代
末
の
福
岡
の
画
家
で
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
年
）
生
ま
れ
、
椿

師
奉
、
慶
応
年
間
ま
で
福
岡
、
明
治
期

は
横
浜
に
在
住
し
た
。
本
絵
馬
は
、
慶

応
元
年
当
神
社
の
神
宮
・
上
野
良
秀
、

別
府
村
大
庄
屋
・
仰
木
廉
助
ら
の
近
在

の
庄
屋
や
有
力
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
地

方
の
風
物
景
観
を
歌
っ
た
献
句
と
絵

が
、
樺
の
一
枚
板
に
優
雅
な
筆
致
で
描

か
れ
て
い
ろ
。
現
在
は
文
字
、
絵
と
も

薄
れ
て
い
る
が
、
慶
応
期
の
地
方
絵
師

の
実
態
を
知
る
賞
重
な
史
料
で
あ
る
。

が
五
月
か
ら
八
月
ま
で
当
所
に
来
て
製

作
に
当
た
っ
た
と
い
う
語
録
が
あ
る
。

横
猿
は
製
作
年
も
わ
か
る
、
貴
重
な
史

料
で
あ
る
。

小
野
庄
屋
文
書

蒜
観
照
総
評
田

へ
小
野
勝
氏
寄
贈
）

「
御
国
中
高
附
」
　
「
若
松
村
田
自
前

帳
」
　
「
若
な
村
薮
坪
軸
帳
」
　
「
若
松
村

田
畠
名
寄
帳
」
　
「
若
松
村
明
細
頓
」

「
若
松
村
蔽
坪
曹
上
頓
」
　
「
薯
松
村
宗

旨
御
改
脹
」
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
庄

屋
文
書
八
十
八
通
か
ら
な
る
も
の
で
あ

る
。
之
等
の
文
書
に
よ
っ
て
藩
制
時
代

か
ら
明
治
初
年
の
村
落
の
有
様
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
と
共
に
、
遠
賀
地
方
の

一
般
的
な
農
村
の
生
活
等
に
つ
い
て
も

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
程
の

文
献
が
当
地
方
で
は
非
常
に
少
な
い
の

で
特
に
遥
遠
な
も
の
で
あ
る
。

ま
ち
の
話
題
の
取
材
で
（
J
R
）
遠

賀
川
駅
の
保
田
源
治
駅
長
と
会
っ
て
話

し
た
時
の
こ
と
で
す
。
「
駅
で
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
中
に
、
「
待
合
室
に
ヤ
ン
キ
ー
（
不

良
少
年
）
が
た
む
ろ
し
て
い
て
佑
い
」

「
ト
イ
レ
で
お
金
を
た
か
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
」
　
と
い
う
声
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
で
鉄
道
警
察
隊
や
折
尾
警
察

に
巡
回
し
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
ん
だ
の

で
す
が
返
草
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。
中
に

は
自
分
が
狙
あ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
わ
ざ
わ
ざ
水
巻
駅
で
降
り
、
バ
ス

で
帰
っ
て
く
る
人
も
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
今
は
寒
く
て
寄
り
つ
き
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
と
心
配
で

す
。
」
と
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
駅

員
さ
ん
も
必
死
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
他
人
事
で
は
済
み
ま
せ
ん
。
警
察
も

行
政
も
町
民
も
何
か
し
な
け
れ
ば
…
。（池）

▽
所
在
地
　
溝
木

▽
所
有
者
　
浅
木
神
社

上
野
良
霊
屋
固
一
幅

こ
の
、
三
十
六
歌
仙
の
接
頭
は
、
絵

を
安
藤
菊
田
が
描
き
歌
の
文
字
を
黒
田

藩
士
ら
が
書
い
て
い
る
。
現
存
の
七
枚

は
、
大
伴
家
持
、
藤
原
仲
文
、
素
性
法

師
、
猿
丸
太
夫
、
申
諺
、
源
公
忠
、
藤

原
元
典
、
で
あ
る
。
絵
を
、
慶
応
二
年

に
菊
間
が
描
い
た
も
の
で
、
門
司
成
重

氏
所
蔵
の
「
慶
応
二
年
抄
録
」
に
菊
田

▽
所
在
地
　
上
別
府

▽
所
有
者
　
上
野
賀
次
氏

菅
原
神
社
　
「
菅
廟
十
二
勝
図
・
絵

馬
」
の
筆
者
・
安
藤
菊
田
が
、
同
神
社

の
神
宮
上
野
良
秀
を
描
い
た
肖
像
画

で
、
絵
馬
の
製
作
と
同
じ
慶
応
元
年
の

銘
が
あ
る
。
絵
馬
の
製
作
で
当
地
に
来

た
さ
い
、
同
時
に
描
い
た
も
の
と
み
ら


